
取組の効果

取組の様子

＊学校・園数及び園児・児童・生徒数は、令和3年5月1日時点

武蔵村山市のオリンピック・パラリンピック教育の取組事例

武蔵村山市

【伝統文化体験】
● 地域に残る多くの伝統文化を生かし、各学年で様々な体験学習を実施

● 地域や日本の伝統文化を知ったり、触れたりすることで、興味関心を高めることが
できた。

【ミニオリンピック等の実施】
● 学級対抗によるリレーや長縄大会や、運動に限らず様々な種目を設定して実施

● 運動に親しむとともに、協力や挑戦することの大切さに気付けた。

【海外の学校との交流】
● 海外や横田基地内の小学校との交流

● 普段の学びを実生活に生かすことができ、おもてなしの心や、コミュニケーションの
大切さを学んだ。

海外の学校との交流
文化交流やホームステイなどの取組を行い､豊かな国際感覚を養う
ことができた。

ミニオリンピック等の実施
様々な種目を設定し､個別に競う競技を実施した。
（写真は､中学校での学級対抗によるロープジャンプ大会と､
小学校でのチャンピオン大会・短縄競技）

伝統文化体験
市内で茶葉を栽培していることから､お茶摘みや製茶の体験を
行ってる。また､校庭にある土俵を使った相撲体験を行っている。

14校 ＊

6,079人*

多摩地域北部に位置し、狭山丘陵を含む緑豊かな地域。多摩都市モノレールの延伸
実現に向けたまちづくりに取り組んでいる。


